
2 水 郡パラ緒き移植における紙衛首育南の下敦材に

ついて

】 背景と特微

本県にポいても、撤的常め夕tラ播き移撤栽培の実用‖が評めらオi′、再塚神 30年 から普及に

移されているが、商苗●名力化が望まね′ており、専用の良尺紙術の掬発がなき浄,た午ごの紋

御は
一冊 うo分 の大型で、苗木に開き、土つめ、播機、概よが

一貫 して行 うことかでき、従

来の一樹づつ器&し て 11)o当 り38～ 35‖け準備する場合より、かなり省力化てきる。

しかし、そう場合の下数材として、従来の専用紙では作業顧fでの困難性と根がらみ!力!とが

分ることが移植時のも分粛こに多くの時間を要することから、各i力的で援からみ防止Ⅲ永い高

い下取材の検討をした結果、一応の結果を得たので参考に供したいじ

2.技 術内容  `

均平にした苗床に寒冷紗を敦き、除革洵 ACN(モ ゲトン)を散布して桜がらみ防止とし

ての下斑材とする効果について検討した。その結来、市とり抵抗、高ら生育ヽ様がらみド'止

からみてACNの 使用1量はガ当り5夕 /Z液 てわ男とが11かった。
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下取秘としては無冷紗、共才!にACNを 散布して枚討したが作業面、苗分離から来冷紗が

助衆的で高り、栄冷糾にACN■ 処JIすることで根がらみ防jヒ、出の生育、おとり江筑、作

尭酌で車汚1社に4午小ことえiく、':IHどとが終ギ〕らFtたので、大型和k前ザ汗li lllが由「能とな t)、育

苗の省力化が期待きオ]る谷

普及 との権志点

+11 均平、鎖臣後充分離水してから宋洛i紗を設簿:することt

{21 荘土静碑水を所i分行い、有子とホリで求ニユ1を投神1,||1芽をそろ力るが、出芳馬袴:よ両ちに

憐去する。
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4 試 験成績の概要
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② 下 敬対の統海
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